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Answer： 
◆災害時の避難に備え、普段の移乗・移動時の用具をいつでも使えるように整えて

おきましょう。また、災害時は、移乗だけでは目的を完了できず、避難所までどう

やって移動するかをセットで考えなければいけません。目的地・移送ルート等によ

って、移動方法が変わります。災害時専用の移乗用具の確保も進めましょう。 

 

◆普段の移乗用具・移動用具をいつでも素早く取り出せるようにしましょう。 

移乗用具(スライディングボード等)や移送用具(車椅子等)について、置き場所を決

め、介助者がすぐに取り出せて使用できるようにしましょう。夜間の災害発生など

視界不良時も、介助者間で置き場所を共有しておくと、探したり、準備する時間を

短縮できます。また、地震や集中豪雨では、停電もありえます。充電できるタイプ

のリフトなどは、ふだんから充電を切らさないようにしましょう。 

 

◆避難に関する計画を確認し、避難ルートに必要な移乗・移動方法を考えましょう。 

まず、対象者がいる施設および病院、自宅等がどのような災害を受けやすいのかを

考え、いざという時に避難する場所・ルートを再確認しておきましょう。 

災害の種類や規模によって、対象者を避難させる避難ルートや避難先が変わります

いつもは車椅子を使用している対象者であっても、災害時には段差があるルートを

通らなければいけない場合もあり、普段の移動方法が使えない場合もあります。 

逆に、移動方法が特に限定される対象者の方の場合、移動方法に応じてルートを設

定しなければならないこともあります。 

病院・介護老人保健施設等では、水防法・土砂災害防止法等の法令や厚生労働省か

らの各通達等により、地震や火災、土砂災害等の各種災害に応じた非常災害対策計

画（避難確保計画も含む）の作成の義務があります。 

平常時から、災害時の計画を作成・内容を更新し備えましょう。非常災害対策計画

には、移乗・移動に関すること以外にも盛り込むべき内容があります。詳細は、国

土交通省、厚生労働省、各自治体のホームページ、手引等をご参照ください。 

 

◆複数の移乗・移動用具、方法を考えておきましょう。 

災害時、電気は使えるかどうかも移乗方法に関わります。停電時に備え、いつもは

リフトを使っている対象者に対しても、電気を使わない移動用具も備え、複数手段

を用意しておくと良いでしょう。 

普段、車椅子を使用して暮らしている対象者でも、津波や水害等で、上階に逃げな

ければいけないこともあります。エレベーターが止まっていれば、車椅子だけで避

難することは難しいため、移動方法についても検討が必要です。 

 

◆災害時の移乗・移動手段を複数検討する中で、人力による対象者の抱え上げやおん

ぶなどは、平常時は腰痛予防の観点から決して推奨できませんが、災害時は対象者ま

たは介助者が、その場にとどまれば落命する可能性がある場合の避難には、やむを得

ないこともあると考えます。 

実際、東京都荒川区の防災区民組織では、健康な人がチームをくみ、予め特定し

ている高齢者等を、災害時にはリアカーやおんぶ帯により協力しあって救出すると

いう取り組みがされています。 

人力での移乗・移動も考えておく必要があるでしょう。 

Question13：災害時のために、どんなことを備えたらいいですか？  
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◆人手を集める手段を持ちましょう。 

 災害時、施設や病院で避難行動をとる場合、平常時の看護・介護と違って、短時間

に大勢の対象者を避難させなければいけません。また、人力で移動する場合、移乗

用具を使える時よりも、対象者１人の移乗・移動にかかる介助者数が増えることも

あります。緊急時のため、施設では参集ルールを事前に決め、在宅での対象者の場

合は人手を集められるような協力体制を作りましょう。 

 

◆災害時専用の移乗・移動用具の確保 

 人力および通常時の移乗・移動用具だけで、避難を完了させるには限界があります。

介助者自身の安全の確保のためにも、平常時から災害用の用具の確保も進めてくだ

さい。 

災害用の移動用具を適切に使用するには、訓練が必要になります。災害が起きてか

らではなく、平常時からの訓練を進めましょう。 

 

 

◆災害時専用の用具例：エアーストレッチャー® 

エアーストレッチャーは、床を引っ張って移動するタイプの災害時の移動用具です。

患者の背面に当たる部分が 60 秒で膨らみ、対象者を乗せて段差などを引っ張っても、

衝撃が緩和され、安全に搬送できるようになっています。 

エアーストレッチャーまでの移乗は、できれば 4 人以上で行いますが、平地では介

助者 1 名で引っ張って移動することが可能です（写真 38）。また、機種によっては

階上・階下への避難が可能になるものものあります（写真 39）。 

 

◆避難用具の代替品として、通常の布団やシーツなどに対象者を乗せ引っ張る方法も

考えられるかと思いますが、実際試してみると対象者を乗せたシーツと床の摩擦力

は想像以上に大きく、人力で引っ張って動かすことは著しく困難でした。できうる

限り、専用の器具を揃えましょう。 

 

◆病院の立地から、南海トラフ地震による浸水被害を受けやすいと考え、患者移動等

を考えている病院もあります。初動マニュアルを作成し、患者移動のためのエアー

ストレッチャーの配備などで備えている病院もあります（北川ら 2016）。 

 

 

写真 39：エアーストレッチャー・レイズ・

ローバル® 
写真 38：エアーストレッチャー® 
http://www.airstretcher.jp/japanese/kun

ren.html 
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